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国際規格の誤接続防止コネクタへの移行について
　経管栄養と点滴などの接続コネクタ
の誤接続を防止するため、欧米で新し
い国際規格（ISO80369）の導入が始
まりました。日本でも、旧規格製品か
ら新規格製品への随時移行が始まり、
当院では2020年11月24日から新規格製
品に随時移行を始めました。（現在、
厚生労働省において、旧規格製品の出
荷中止を2022年11月まで延長する方向
で調整中です。）
　新規格製品と旧規格製品は
コネクタの形状が異なるため、
相互に接続することができな
くなります。しかし、すべて
の医療機関や施設、在宅療養
で使用されている患者さんが
新規格製品への切替えを終了
するまで一定期間を要するこ
とから、新旧規格製品を接続
するためには変換コネクタを
用いて対応することになります。
　胃ろうに関して批判的な意見をお持
ちの方もおられますが、食べられなく
なった時の選択肢の一つとしてメリッ
ト、デメリットをよく理解して導入を
検討いただくことが大切です。
　口から食事をして必要な水分と栄養
を摂取するのが、本来の理想的な形で
す。胃ろうを造設しても、食べるため
最後に
の筋力が衰えないためのリハビリテー
ションや口腔ケアをきちんと続けなが
ら、栄養状態の改善や体力の回復を目
指していただきたいと考えています。
